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§１．研究実施体制 

 

（１）「佐藤」グループ（情報・システム研究機構） 

① 研究開発代表者：佐藤 豊 （情報・システム研究機構 国立遺伝学研究所、教授） 

② 研究項目 

・栄養繁殖性が強い野生イネ茎頂組織を用いた遺伝子導入系の確立 

・野生イネ遺伝資源を用いたゲノム編集による形質改変の実験的検証 

・野生イネが示す優れた特性に関する調査（耐乾燥、耐塩性、耐病性など） 

・栽培化する野生イネ系統選抜戦略の構築 

 

（２）「芦苅」グループ（名古屋大学） 

① 主たる共同研究者：芦苅 基行 （名古屋大学生物機能開発利用研究センター、教授） 

② 研究項目 

・近縁野生イネ茎頂組織を用いた遺伝子導入系の確立 

・野生イネが示す優れた特性に関する調査（水ストレス、耐病性など） 

・栽培化する野生イネ系統選抜戦略の構築 

・新品種現地適合化戦略 

 

（３） 「山本」グループ（岡山大学） 

① 主たる共同研究者：山本 敏央 （岡山大学資源植物科学研究所、教授） 

② 研究項目 

・遠縁野生イネ茎頂組織を用いた遺伝子導入系の確立 

 

（４）「辻」グループ（横浜市立大学） 

① 主たる共同研究者：辻 寛之 （横浜市立大学木原生物学研究所、准教授） 

② 研究項目 

・野生イネおよびイネ科茎頂組織を用いた遺伝子導入系の確立 

・野生イネの開花制御系の開発 

 

（５）「平井」グループ（理化学研究所） 

① 主たる共同研究者：平井 優美 （理化学研究所、環境資源科学研究所、チームリーダー） 

② 研究項目 

・野生イネの種子に含まれる代謝物の網羅的解析 

 

 

§２．研究開発成果の概要 

本研究は、人為選抜による栽培化に比べて超短期間で野生遺伝資源に栽培形質を付与することによ

り、新たな農作物および食糧資源が開拓可能であることを実証することを目的とする。地球温暖化による環境の

劇的な変動は作物生産にも影響を及ぼしつつあり、既存品種が持つ多様性に依存する従来の育種による品種

改良が追いつかず、作物生産に大きな支障が生じた場合、人類はどのような対応が取れるかまったくわからな
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い。本研究では、多様な環境に生育する野生遺伝資源に農業に適した栽培形質を短期間に付与することにより、

短期間で新たな食糧資源を開拓する可能性を検証する。具体的には、茎頂組織を用いた遺伝子導入系の開

発を行い、ゲノム編集により国立遺伝学研究所が保有する野生イネ遺伝資源を栽培化し、新たな食糧資源の開

拓を目指す。本研究は、食糧資源そのものの多様化という全く新しい概念のもと食糧難に立ち向かう一つの方

向性を実証する。 

探索研究期間初年度には、野生イネ茎頂組織を用いた形質転換系を確立し、その後の研究期間にこ

の方法の普遍性を数多くの野生イネ系統を利用して明らかにする研究をメインに取り組んだ。具体的には、国

立遺伝学研究所および共同研究機関である名古屋大学、岡山大学、横浜市立大学と分担して、国立遺伝学研

究所が保有する野生イネ遺伝資源を 218 系統（目標値 200）用い、カルス化ならびに再分化への応答を調査し

た。218 系統の野生イネを 2 つ以上の参画機関において反復しながらカルス化並びに再分化への応答を記録

した。その結果、概ね約半数の野生イネ系統が茎頂分裂組織を用いたカルス化と再分化に応答することが明ら

かになった。また、一部の野生イネ系統については先行して栽培形質に関連する遺伝子のゲノム編集を実際に

着手した。現段階ではほとんどの系統がまだカルスの段階ではあるが、複数の栽培化関連遺伝子座において、

ゲノム編集による突然変異が生じているところまで確認できた。 

また、探索研究において野生イネが示すさまざまな形質の理解にも着手した。具体的には、実生を用

いたホルモノーム・RNA-seq・各種形態スコア解析、穀粒におけるメタボローム解析に加え、病害ストレス応答、

乾燥ストレス応答を解析した。これらの結果から、本格研究期間において実際に栽培形質を付与する野生イネ

系統の選抜を行う基礎的情報を得るとともに、GWAS による野生イネが示す各種形質を制御する遺伝子の単離

と利用への道筋を拓いた。 
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